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A Concept Analysis: Self-management of the patients following chronic course
Practical use of concept to the cancer survivors with lymphedema
大 西 ゆかり (Yukari Onishi)＊
 
セルフマネジメントは､ 看護の領域で頻繁に用いられている用語だが､ その概念規定はあいまいである｡ 本稿では､
セルフマネジメントの概念を明確化し､ リンパ浮腫患者の理解や援助に有用な概念かどうかを検討するために概念分析
を行った｡ 医学､ 心理学､ 社会福祉学､ 看護学の領域から抽出した50の文献と辞書やテキストを対象とし､ Walker &
Avantの手法を参考に分析した｡ 分析の結果､ セルフマネジメントとは､ 患者が自分の能力を活用して､ 疾患の管理とい
う個人の目標に向けて意図的に行う取り組みであり､ 取り組みによって変化していくプロセスであると定義づけた｡
がんの治療後に発症しやすいリンパ浮腫は､ 慢性の経過をたどるため生涯に渡る自己管理が必要である｡ セルフマネ
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を表し､ managementは取り扱い､ 処理､ 管理､














































看護学大辞典 (2002) と心理学辞典 (2000)
によれば (表１－１, ２)､ セルフマネジメン
トは目標を達成するために個人が実践する行動































11, 12)｡ Schillingら (2002) は１型糖尿病の



































自己管理 (self-management) は､ ｢予防的
および治療的なヘルスケア活動で､ しばし
ば保健医療職者と協同して行われる｣ (Holroyd
& Creer, 1986, 序文) とされ､ 新しい技術
と行動の学習を含んでいる｡
Lubkin I.M., Larsen P.D. (2002) , Chronic
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症状､ 治療､ 心理社会的成り行き､ 慢性状
態を持ちながら生きていくにあたりライフ
スタイルの変化などを管理する能力である｡
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ること､ 身体的､ 心理､ 社会的資源を拡大
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な影響を防ぐことなどを含む｡
Heisler M.(2005) Helping your patients
with chronic disease: Effective physician
approaches to support self-management,












































































Harvey P.W., Petkov J.N., Misan G., et,
al.(2008). Self-management support and
training for patients with chronic and
complex conditions improves health-related
behavior and health outcomes, Australian



















投薬／治療､ 安全性､ 発作､ 心身の快適さ､
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たる｡ Schreursら (2003) は､ 喘息､ 糖尿病､
心疾患のセルフマネジメントには共通の取り組

















































Corbinと Strauss (1988) は､ 疾患の不確かさ
や将来に及ぼす影響などが､ 怒りや恐れ､ 欲求
不満､ 抑うつなどの心理的問題を引き起こすと

















る問題として､ ①信念､ 期待､ 知識､ 技術など
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その他の社会的支援や資源､ ケアへのアクセス
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症状の負担､ 疾患の数とタイプなどの状態に関
連した因子､ ④複雑さ､ 継続､ 副作用などの治
療に関連した因子､ ⑤患者と医師やスタッフ､
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主とした17項目 ｢悪心・嘔吐､ 腹痛､ 排便､
口内炎､ 胸やけ､ 胸の様子､ 発熱､ 頭痛､
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る (表１､ 表２)｡ この能力とは､ 疾患を管理
するという個人の目標を達成するために必要な
力で､ 10の力からなる｡



















(表１－１､ 表２－16, 18)､ 症状を管理するた






を認識する (表１－21､ 表２－２, 11, 13, 14,












表２－２, ３, 11, 19, 22)､ 症状を早期発見
し対処する (表１－４, 22, 表２－５, 16, 22)､
ストレスなど心理面に対処する (表２－７, 16)､
ライフスタイルの変化を管理する (表１－９,
表２－13, 15)､ コーピングする (表１－７,
表２－７)､ 問題解決する (表２－７, ９, 16,





この力は､ 疾患を受容する (表２－７)､ 自
分の生活に折り合いをつけ調子を整える (表







ために工夫する (表１－15, 18, 表２－７, ８,
10, 14, 30)､ 症状や生活の管理に経験を利用
する (表１－11, 表２－20) という３つの行動
から導かれ､ 疾患管理の方法を自分が習得した
― 40 ―













Osborne RH, Elsworth GR, Whitfield K,
(2007). The Health Education Impact
Questionnaire (heiQ)：An outcomes and
evaluation measure for patient education
and self-management interventions for
people with chronic conditions, Patient






める (表１－15, 18, 表２－９, 14, 18)､ 自





用する (表１－14, 表２－７, 14, 17, 19)､
他者に支援を求め協力を得る (表１－20, 表
２－７, ９, 16, 22)､ コミュニケーション技
術を活用し他者との関係を築く (表２－１, ７,














































































































































































































































Cochrane systematic review (2009) におけ
るセルフマネジメント教育プログラムの評価で
は､ 一次的評価として､ 健康状態として疼痛､
障害､ 倦怠感､ 息切れ､ 抑うつ､ 不安､ 心理的
健康 (well-being) ､ 健康に関連するQOL､ 全身
状態､ 健康のストレス､ 臨床検査データ､ 健康











健康行動､ 健康状態､ ヘルスケアの利用､ self-
efficacyを評価指標としていた (Lorig et al.,
2003)｡




適応､ 健康の認識をあげている｡ 森山ら (2008)
は､ アウトカム指標として体重や腹囲をはじめ
とする検査データ､ QOL､ 心理的準備状態､ 目
標達成率､ 自己効力感､ 抑うつ､ タイプＡ行動





































コンプライアンス (compliance) ､ アドヒアランス
(adherence) ､ 自己調整力 (self-regulation)､
















2002､ 安酸ら､ 2005) ｡ コンプライアンスがこ
れらの意味を含む概念であることについて､ 黒
江 (2002) は､ 医療者と患者の関係が一方的な
ものであるという考えに立つことになると述べ














2002､ 安酸ら､ 2005) ｡ コンプライアンスとア
ドヒアランスは､ しばしば同義語として扱われ












self-regulation theory は ､ Leventhal ら
(1987) によって提案された理論で､ 病気に対
する信念を中心に配置し､ その周りを５つの構






I.M. et al., 2007)｡ 理論を離れると､ 自己調
整力は､ 患者が用いているセルフマネジメント
戦略を得るための個人の流儀であるという見方
と (Clark, 2003)､ どのようにして個人が健康
状態を認識し､ コーピング反応を選択し､ 結果
を評価するかというプロセスであるという見方

















化を目指すために､ ｢継続的質管理 (CQI) の枠
組みの中で､ アウトカムマネジメントの１つの
手法｣ (ワジナー､ 2003) として捉えられてい








Orem (1995) のセルフケア理論では､ セルフ







































とが報告されている (Bayliss et al., 2005,
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(Erickson, et al., 2001)｡ また､ リンパ浮腫
はいったん発症すると治癒は困難で (小川､





























援助するために ､ Self-Regulation Theory
(Radina,M.E. et al., 2004) や､ 心理社会的適
応モデル (Armer,J.M. et al., 2005) を用い





(Radina,M.E. et al., 2004,Armer,J.M. et al.,
2005)､ 患者の症状体験やセルフケア能力の査
定から患者を理解し､ 支援しようとしていた
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